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☆平成２９年度 佐渡米作柄対策研修会☆ 

１２月２１日に、「平成２９年度 佐渡米作柄対策研修会」が行われ、新潟県・佐渡市・ＪＡ役職員・生産者ら約１

００名が参加をしました。この研修会では普及センターより２９年産米の作柄結果について講評があり、参加者は３

０年産米の品質向上に向けた重点課題と技術対策について確認し合いました。また、出荷したお米の１等米比率が１

００％だった生産者には「１等米１００％ステッカー」と「認定証」が手渡されました。 

☆平成２９年度「新之助」出荷反省会☆ 

１２月１８日に、平成２９年度「新之助」出荷反省会が行われ、 

新之助の生産者約４０名が参加をしました。参加者は２９年産米の 

作柄結果を踏まえ、３０年産米の作付けに向けた課題を確認し合い 

ました。普及センターの担当者からは「８月下旬以降の低温・日照 

不足が影響し、登熟の日数が掛かってしまい、刈り取り時期が予定 

より遅れてしまった。そのため、刈取り時期の判断が難しかった」 

と講評していました。 

 

佐渡米通信        １月号 
 

JA佐渡 HPやフェイスブック・ツイッター・ｇ＋でも佐渡の情報が見られます 

JA佐渡の公式 Ｆａｃｅｂｏｏｋ「佐渡のたんぼにっき」 

で佐渡の情報が見られます。 

https://www.facebook.com/jasadotanbo 

※ＱＲコードについてはこちら⇒ 
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☆GIAHSブランドマーク公募中☆ 

 佐渡市が国連食糧農業機関ＦＡＯから「世界農業遺産」の認定を受

けて６年が経過しました。２０１５年にはＦＡＯの正式なプログラム

となり、２０１７年にはヨーロッパでは初めてスペインの２地域が認

定されるなど、これから世界的にもその認知度が高まっていくと想定

されます。 

これを契機に、佐渡の豊かな里山里海で育まれる農林水産物や、そ

れらを活用して生産される加工品等の販売を通じて、世界農業遺産の

認知度を更に高めるため、佐渡における世界農業遺産のオリジナルブ

ランドマークのデザインを公募しています。募集期間は１月１０日

（水）から２月２０日（火）１７時 

必着として、電子メールもしくは郵 

送で応募を受け付け 

ています。 

 

 

２９年産米で１等米比率１０

０％となった生産者に配布され

た「１等米１００％ステッカー」 

詳しい応募条件等は、

こちらのＱＲコード

をご覧ください。 
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